
ACAS（新CAS）方式の開発経緯

□2015年2月 新４K８K衛星放送で必要となるCAS方式について検討
（新CAS検討準備会発足）
・地上放送・衛星無料有料放送・開発メーカー・受信機メーカーから情報収集
・開発メーカーの選定
・開発費用の算出
・開発費負担の考え方

□2015年4月 ACAS方式開発着手
・４社（スカパーJSAT スター・チャンネル NHK WOWOW）が新方式開発に着手
・開発費用はおよそ数十億円規模
・当初の開発完了予定は2018年9月

□2015年10月 新CAS協議会発足
・ACASの運用は営利を求めない一般社団法人としてスタート（開発4社が社員）
・これ以降、方式開発主体は上記４社から新CAS協議会に移行

□2014年9月 総務省 新４K８K衛星放送ロードマップ公表（2015年7月改定）
・2018年の12月1日放送開始
・東京オリンピック・パラリンピック競技大会が開かれる2020年には、多くの視聴者が
市販のテレビで４K８K放送を楽しんでいる状態
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